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消費者庁のご紹介
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昨今の経済指標について①
（賃金動向、消費者物価上昇率）

32025年10月29日 内閣府 月例経済報告（10月） 閣僚会議資料（ https://www5.cao.go.jp/keizai3/getsurei/2025/10kaigi.pdf ）より



昨今の経済指標について②
（消費者物価指数、名目・実質賃金）
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１．厚生労働省の公表データ(毎月勤労統計調査）を基に消費者庁が作成（四半期データに加工）（注）

２．名目賃金は現金給与総額（調査産業系、事業所規模5人以上）

３．消費者物価は持ち家の帰属家賃を除く総合の指数



賃上げせず＆値上げせず
日本では、賃金も物価も上がらない状態が続いていました。モノやサービスの価格を引き上げ
ることが難しく、賃金も低く抑えられてきました。この原因の一つとして、「賃上げせず＆値
上げせず」の意識が日本の中に根付いていたことが考えられます。

これまでの日本
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バランスの取れた賃上げ＆値上げへ
モノやサービスの価格の引上げは、企業にとって賃金引上げの原資にもなります。物価が緩や
かに上昇する中で、企業行動が活発化し、賃金が上昇していくことで経済が成⾧し、私たちの
生活が豊かになる日本を目指します。

目指す姿
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○ 成⾧と分配の好循環の実現に向けた継続的な賃上げには、コスト上昇分が適切に価格転嫁できる環境の整
備が必要です。

○ 消費者庁では、賃金上昇が巡り巡ると物価上昇をもたらし得るという共通理解を消費者を含めた社会全体
で醸成すべく、消費者の物価に対する理解を促進するための動画コンテンツを作成し、周知を図っています。

賃金上昇と物価上昇の関係についての周知

＜メインストーリー＞

✓ 日本は2022年からパン等が値上が
りしている

✓ 30年位、物価も賃金も横ばい
✓ 企業は、原材料費が高騰しても、消
費者離れをおそれ値上げせず、賃
上げもされず

✓ 物価が緩やかに上がりながら、賃金
が上がっていくのが望ましい姿

✓ 値上がりしても商品を購入して応援
する気持ちが大切

＜サブストーリー＞
♯１ 物の値段はどうやって決まる?
✓ 物の値段は基本的に「需給バランス」
で決まる。物価が下がる/上がる状態を、
デフレ/インフレという

♯２ 物価が上がらないのは、なぜ良く
ないの?

✓ 日本は⾧い間値上げを避けた結果、
90年代の終わり頃から物価も賃金もあ
まり上がらず、外国と差がついてしまった。
これがデフレの良くない理由の一つ。

♯３ 日本の物価・賃金、世界と比べてここが
変!
✓ 日本では、海外諸国とは対照的に、この30年、
物価も賃金も上がっていない。物価が上がらないデ
フレの状態が続いていたのが原因。
♯４ 物価はなんで上がらないの?
✓ 原材料費が高騰しても、値上げに敏感な消費
者が離れることをおそれ、価格転嫁ができなかった。

♯５ 物価をウォッチしよう!
✓ 買い物をするとき、その値段となっている理由や
背景を意識して考えてみることが重要。

作成した動画コンテンツは、消費者庁ホームページやYouTubeに掲載し、
SNS（X等）を活用した周知・啓発を行っているほか、消費者団体に対して、
当該コンテンツのチラシをお送りするなどして、周知を図っています。

動画コンテンツ「教えて、探偵さん物価上昇!どうする?」

「物の値段はどうやって決まる?」「日本の物価・賃金、世界と比べてここが変!」「物価をウォッチしよう!」
などをテーマにわかりやすく解説。

7消費者庁 物価について考える 検索動画はこちら、または


